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会 議 録（要約筆記） 

会  議  名  令和元年度第３回米原市図書館協議会 

開 催 日 時 令和元年11月24日（日）午前10時00分～午前12時00分  

開 催 場 所  山東図書館 研修室 

出席者および欠席者  出席者：寺村和美委員、井上智子委員 

髙橋由紀委員、膽吹英子委員、久保田吉則委員、 

山下秀一委員、清水冬子委員、今中雅美委員、岸明宏委員 

欠席者：伊藤めぐみ委員 

事務局：山本教育長、上村部長、今川館長、 

梶川館長、押谷主事、寺義主事 

議    題 協議事項 

米原市子ども読書活動推進計画（第３次計画）策定について 

① アンケート結果について 

② 構成案および協議会での検討スケジュールについて 

③ 第１章 第３次計画の策定に当たってについて 

④ 第２章 第２次計画期間中の成果と課題について 

⑤ 第３章 計画の基本的な考え方について 

⑥ 第４章 子どもの読書活動推進のための方策について 

報告事項 

① 視察研修について 

② “おうちで読書”の取組について 

結    論 

（決定した方針、残

された問題点、保留

事項等を記載する。）  

〇第１章 

・「２ 計画の性格と役割」の図に上位計画として国と県の子ども読

書活動推進計画を入れることを検討する。 

 その他は事務局案で素案決定 

 

〇第２章 

・検討資料として、課題を抜き出したものを作成する 

 

〇第３章 

基本目標等は事務局案で素案決定 

 

〇第４章 

・「米原読書の日」の曜日設定の検討 

・課題として挙がっている項目は、取組の継続ではなく改善に修正する。 

・ブックスタート事業での、本の配布および読み聞かせの時期を健康づ
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くり課と協議し、検討する。 

・「子育てに関する本の紹介」と「子育てや子どもの本のＰＲ」の内容

が重なっているため整理する。 

  

１ 会長挨拶 

 

２ 教育長挨拶 

 

■事務局 

 米原市立図書館条例施行規則第16条第２項の規定により過半数の

御出席を得て定足数に達しておりますので、本会は成立している旨を

申し添えます。 

 

３ 協議事項  

米原市子ども読書活動推進計画（第３次計画）策定について 

① アンケート結果について 

■事務局 

 【読書アンケート調査（令和元年度報告書）】に基づいて説明 

 

② 構成案および協議会での検討スケジュールについて 

■事務局 

 【米原市子ども読書推進計画（第３次計画）構成案】【図書館協議

会での検討スケジュール（案）】に基づいて説明 

■会長 

 構成案とスケジュールにつきましては、このとおり進めていきたい

と思います。 

 

③ 第１章 第３次計画の策定に当たって 

④ 第２章 第２次計画期間中の成果と課題について 

■事務局 

 【第１章 第３次計画の策定に当たって】【第２章 第２次計画期

間中の成果と課題】に基づいて説明 

■会長 

 第１章は素案を決定します。意見がなければ事務局案で行きたいと

思いますが、いかかでしょうか。 
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■Ａ委員 

 国と県の策定している「子ども読書活動推進計画」も上位計画とし

て明記する方が良いと思います。 

■副会長 

 「計画策定の背景」において国や県の計画について詳しく書いてい

るので、国や県の計画が上位計画だと分かるのではないでしょうか。 

■事務局 

 上位計画の図の中に、国や県も記載するのかを検討します。 

■事務局 

 子ども読書活動推進計画の柱に米原市の総合計画や教育大綱・教育

振興基本計画があり、県の計画とのつながりもあることが分かればよ

いですか。 

■Ａ委員 

 はい。 

■会長 

 ほかに意見がなければ、この案でよろしいでしょうか。賛成多数に

より第１章は事務局案とさせていただきます。 

次に第２章について、アンケートの結果も併せて御意見をお願いし

ます。 

■会長 

アンケート結果において、中学２年生の「読書以外にしたいこと」

として部活動が挙げられていますがどのようにお考えですか。 

■事務局 

 中学生が非常に忙しい日々を送っている中で、朝読書や「米原読書

の日」などの工夫をして読書につなげていきたいと思います。学校図

書館の環境整備がされるなど、学校図書館のリニューアルが良い方向

で働いています。中学生が図書館に足を運ばないというのも、今後変

わっていくのではないかという印象を受けました。 

■Ｃ委員 

 アンケート結果から、調べたいことをインターネットで調べる人が

増えていることが分かります。時代の流れから「知りたいことを調べ

る方法」の項目は省いても良いのではないかと思います。 

■副会長 

 前回のアンケートからの違いや傾向を知るために、この項目は必要

だと思います。 
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■Ｄ委員 

 教科書には知りたいことを図書館で調べる単元があるので、必要だ

と思います。 

■Ｃ委員 

 図書館に電子書籍を導入しているのなら、「インターネットで調べ

る」というのを電子書籍の図鑑で調べていると結び付けて考えられる

ので、この項目があっても良いと思います。 

■事務局 

 学校現場ではＩＣＴの整備を国の方針として進めています。総合学

習でもインターネットを使って調べることが本流になっています。そ

の中で読書の意味を捉えていけば良いと思います。 

■Ｆ委員 

 学校では積極的にインターネットを使った学習を進めていますが、

図書館での情報教育も求められています。学校図書館での調べ学習を

ベースに、発達段階に応じて発展させていく必要があると思います。 

■Ｄ委員 

 「自ら課題を設定して調べる」は、本の方が調べやすいので、本と

インターネットからの情報を選択し、両方で調べることができる技術

が必要だと思います。 

■Ｇ委員 

 宿題でインターネットを使う場合は手軽に出来ますが、図書館へは

すぐには行けません。家でも学校でもインターネットを使うことが増

えているように思います。 

■Ｄ委員 

 インターネットには信憑性の問題もあるので、学校でもしっかり指

導して欲しいです。 

■Ｄ委員 

 小学校の学校司書の整備について、司書の配置が100パーセントで

目標を達成できたとなっていますが、週１回の配置では不十分だと思

います。また、ＩＣＴ化といいながら学校図書館ではパソコンを使用

せず手書きで貸出をしています。学校図書館のシステム化を目標にす

ることはできませんか。 

■事務局 

 独自でシステム化している学校はあります。教職員の働き方改革を

含め、システム化も検討材料としていく必要があると思いますが、予

算措置の優先度も考慮する必要があります。 
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■事務局 

 学校図書館整備で古い図書を廃棄したため、蔵書充足率が子どもの

人数に対して十分にあるのか懸念しています。システム化より蔵書充

実の方が優先かと考えています。 

■Ｃ委員 

 学校図書館の改善点で、新しい図書を置いてほしいとの意見が多い

ですが、蔵書が少ないのですか。 

■事務局 

 子どもの人数に対して十分な蔵書があるように整備しましたが、学

校図書館整備の際に除籍などを行っているので、再度蔵書充足率を確

認する必要があります。 

■副会長 

 目新しい本を手に取れるように学校司書が工夫してくれているの

で、今後改善されていくと思います。 

 目標や方策を考える上で、それぞれの文章中にある課題を抜き出し

た方が分かりやすいと思います。 

■事務局 

 検討資料として抜き出したものが必要ということでしょうか。 

■副会長 

 箇条書きなどで目立つようするなど、形式はお任せします。 

■事務局 

 作成します。 

⑤ 第３章 計画の基本的な考え方について 

■事務局 

 【米原市子ども読書活動推進計画（第３次計画）の基本目標等検討

資料（案）】に基づいて説明 

■会長 

 素案を決定しますので、御意見があればお願いします。 

■Ｄ委員 

 米原読書の日の具体的な取組は決まっていますか。 

■事務局 

 第４章の方策で、どのような形で推進していくか共に考えていきた

いと思います。 

■Ｄ委員 

 歯磨きカレンダーのように具体的なものがある方がやる気が出る

と思います。 



 

6 

 

■事務局 

 第４章の具体的な取組の中に、出していただいた御意見を盛り込ん

でいきたいと思います。 

■Ｈ委員 

 第２次計画と比較し、基本方針が一つ少なくなったのはなぜです

か。 

■事務局 

 今まで読書推進がボランティアや学校任せになっていましたが、第

３次計画では全市的に幼少期からの読書推進に取組むということで

基本方針を集約しています。 

■Ｄ委員 

 学校で全て行うのではなく、家庭での取組も大事にしていくという

ことだと思います。 

■会長 

 ほかに御意見がないようでしたら、事務局案で素案決定とさせてい

ただきます。 

 

⑥ 第４章 子どもの読書活動推進のための方策について 

■事務局 

 【第４章 子どもの読書活動推進のための方策】に基づいて説明 

■会長 

 「米原読書の日」の曜日設定について意見をお願いします。 

■Ｆ委員 

 水曜日は５校時までのため、子どもたちの放課後の時間は取れると

思います。しかし、保護者と一緒に読む場合は週末の方が時間を確保

できると思います。 

■Ｇ委員 

 授業が早く終わる日は、学校によって違います。平日だと難しいと

思います。 

■Ｃ委員 

 曜日の設定は必要でしょうか。 

■事務局 

 曜日を設定した方が、「米原読書の日」として子どもたちに定着す

ると思います。 

■副会長 

 曜日を決めても、無理をせず「月１回から始める」や、「まずは10



 

7 

 

分から始める」などが計画の中に入っていると良いと思います。 

■会長 

 「米原読書の日」については検討課題ということにさせていただき

ます。その他の方策について御意見をお願いします。 

■Ｄ委員 

 読書の良さを保護者に伝える根拠があると良いと思います。 

■Ｃ委員 

 若い頃はあまり本を読みませんでしたが、薦められた本がきっかけ

となり、読書をするようになりました。そのようなことを親に知って

もらうと良いと思います。 

■事務局 

 アンケート結果から、子どもとの関わりの中で読むようになったと

の意見がありました。ブックスタートで配布した本も生かされている

ので、幼少期からの読書を良いかたちでつなげていきたいと思いま

す。 

■副会長 

 課題となる項目に対する取組は、「継続」ではなく「改善」にして

欲しいと思います。 

 ブックスタート事業では、４か月健診時に本を渡し、10か月健診で

読み聞かせをする方が良いのではないでしょうか。 

■事務局 

 「改善」に修正します。ブックスタートは10か月健診より前に渡す

自治体も多いので、健康づくり課とも協議して検討していきます。 

■副会長 

 市立図書館の取組の中で重なっている項目があるので、一つにする

のか違いが分かるようにしてください。 

■事務局 

 分かりやすく整理します。 

 

４ 報告事項（１）視察研修について 

■事務局 

10月27日（日）に視察研修として栗東市立図書館と守山市立図書館

へ行き、７人の委員が参加されました。また、11月16日（土）に県立

図書館で図書館協議会交流会があり、４人の委員が参加されました。 

■Ｃ委員 

 視察研修後、子どもと各図書館の比較表を作りましたが、米原市立
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図書館は、栗東市立図書館や守山市立図書館と比較しても見劣りして

いないと感じました。 

■Ｉ委員 

 栗東市立図書館の館長は図書館運営について熱く語ってください

ました。守山市立図書館は本当に図書館かと思うほど凄かったので、

圧倒されました。 

 

報告事項（２）“おうちで読書”の取組について 

■事務局 

 県生涯学習課主催の事業で、主に乳幼児から小学校低学年の親子を

対象に絵本の読み聞かせを行い、家庭での読書を推進するものです。

10月27日（日）に図書館のエントランスで絵本の展示やボランティア

による読み聞かせ等を行い、読書への関心を持ってもらえるよう啓発

を行いました。次年度は米原市と長浜市で３回ずつ開催される予定で

す。米原市子ども読書活動推進計画をＰＲしていく中で、この啓発活

動は良い機会となりますのでよろしくお願いします。 

  

５ その他 

■事務局 

次回の協議会は２月開催を予定しています。今回いただいた意見を

集約し、骨子案の作成まで進めたいと思います。 

 

６ 副会長挨拶 

 

会議の公開・非公開

の別 

■公 開   傍聴者： ０人 

□一部公開  

□非 公 開  

 一部公開または非公開とした理由  

（質問および発言者の委員名） 

会議録の開示・非開

示の別 

□開 示  

■一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                                    ）  

全部記録の有無 
会議の全部記録  □有  ■無 

録音テープ記録  □有  ■無 

担  当  課 教育部 米原市立近江図書館（外線 52-5246） 

 


